ＦＭ横浜　基幹送信所　その後
　この件に関して、本協会は昨年12月25日付で横浜エフエム放送株式会社（ＦＭ横浜）及び神奈川県宛に「大山山頂に建設計画のある鉄塔の景観配慮について」という文書を出し、ニュースレター№５６でお知らせしたように計画の再考を求めてきました。その後の経過は当協会ＨＰでお知らせしているとおりです。
　このたび7月2日にＦＭ横浜から最終的な回答がありましたので報告します。
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ＦＭ横浜修正回答
　FM横浜は、県域ＦＭ放送局として難聴地域を解消し、リスナーへの放送サービスの充実を図るために、基幹送信所を、現行の円海山から大山山頂に移設する計画を開局２５周年記念事業として進めています。
　此度、丹沢大山国定公園としての自然環境・景観保護を配慮して、アンテナ鉄塔の「高さ」と「形状」について、小型化・スリム化をはかり次のような最終修正案をまとめました。
　アンテナ鉄塔の修正内容　
＜小型化＞　高さ：21.1m(前案より約８ｍ低い)
＜スリム化＞ 巾：1.9m(前案より１０ｃｍ細い)
下部末広がり部分の高さ：5.57m　（前案より6.3ｍ低い）
当協会の対応
  この計画は、景観上のマイナスは避けられないものの、これを阻止するような運動は関係法令等に照らして非常に実現性が困難であること。及び①当協会の要望を可能最大限に取り入れ修正したこと。②大山山頂に既にある電波塔に比べて、当初計画のように抜き出た大きさのものではないことから、当初の配慮要請は達成されたものと判断します。ＦＭ横浜に対しては、大山の景観を損なうことを埋め合わせる以上の「公共性」、「社会貢献」を期待します。特に環境問題に対する取り組みには一層の取り組みを要望するところです。
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